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わ
れ
、
左
に
よ
り
も
、
当
局
の
強
権
的
労
務
支

配
の
攻
撃
が
、
サ
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ル
活
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を
行
う
心
の
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り
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え
失
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せ
て
い
る
実
態
が
報
告
さ
れ
た
o
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と
う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
動
労
千

葉
は
、
七
・
五
地
引
網
大
会
、
十
一
・
三
団
結

運
動
会
の
大
成
功
を
か
ち
と
っ
て
な
り
、
と
の

実
績

κふ
ま
え
自
信
を
も
っ
て
活
動
す
る
と
と

を
確
認
し
た
o

活
動
方
針
は
、
①
全
組
合
員
が
参
加
す
る
サ

ー
ク
ル
活
動
を
め
ざ
し
、
②
家
族
ぐ
る
み
の
団

結
祭
典
と
、
年
一
回
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
、
(
昨
各
連
盟
、
部
会
の
強
化
・
充
実
を
確

認
し
、
具
体
的
行
動
計
画
は
第
一
回
運
営
委
員

会
で
決
定
す
る
と
と
と
し
た
。
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会計監査員
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19日711度第:l一四半期会計監査は、縦約百，117条の定めるところによ

的、会計!日を実胞した結果、金銭、，長官に不正にもとづく事実のないこと

を慌ぷし、 F~~のとおり報告します.
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砂111 予算怯行の通告

121経費支出肉容の適否

131 物品勝人価格および方法の通否

141 消耗品使用の適否

151 財産および備品管埋の適否

iら) 現金および筒金の硲認

m その他必要ど認めるド1(¥

IBBB年21127IiHl/f(l)t1I金、 l¥l金証券HlOJ慌認

1988年間第3-凶1則i会計慌売については、会計回目'1第53条の定め

に従い監貨をli'った結巣、不正にもとつ〈事実のなかったことを証明します。

組合貨の納入状況、有価証券手の管理、帳簿額の笠理は既ね良好でした。

rll・I1本車IJ後はじめてのダイヤ改正を縫え、厳しい情勢下で労働運動

の原日'1を守って闘いiまくための健全な財政基盤の姥立のために、関係役員の

さらなる努力を矧待し fす.
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